
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

 10月7日 熊本県より田原塾の皆さまが来社 

 皆さんこんにちは、社長の近藤です。10月7日、

熊本県より田原塾の皆さま14名が会社見学にお越し

くださいました。 

 田原塾は、“企業の発展は人づくりから”という理

念のもと、平成元年に開講された経営者・管理者育

成の塾です。各分野の著名な講師陣を迎え、次代を

担うリーダーとしての視野・視点・姿勢・教養を学

ぶ場として長年にわたり続けられています。 

 今回の見学は、ベストセラー『日本でいちばん大

切にしたい会社』の著者で、法政大学大学院の坂本

光司教授のご紹介により実現しました。 

 坂本先生は、企業経営とは「社員とその家族」「社

外社員とその家族」「現在顧客と未来顧客」「地域社

会・地域住民」「株主・出資者」の五人を幸せにする

ことだと説かれています。 

 当社は2024年に「日本でいちばん大切にしたい

会社大賞」で審査委員会特別賞を受賞し、これまで

も坂本先生のご紹介で多くの方々にご来社いただい

ています。 

 こうして皆さまに当社の取り組みをご覧いただけ

る機会は、社員にとっても大変励みになります。 

 当日は自動車リサイクルの現場をご覧いただき、

私の講話では「あとしまつの責任」や「指を自分

に」という考え方、そして社員の働き方や健康経営

の取り組みについてお話ししました。見学後のアン

ケートでは「自動車リサイクルへの理解が深まった」

「説明が分かりやすかった」との声を多くいただき

ました。 

 また会社の印象についても「明るい雰囲気」「あい

さつ」「清潔さ」「理念の一貫性」などについてのコ

メントをいただきました。 

 今回の訪問を通じ、企業理念の価値を再確認でき

たことは、私にとっても大きな喜びでした。ご来社

くださった田原塾の皆さまに、心より感謝申し上げ

ます。 



 

 

                    

 皆様こんにちは。１０月はすっかり秋らしくなり、晴れたら３０℃以下で暖かく、夜間や明け

方は少し寒いくらいの１６℃程度で、トマトにとっても人にとっても最高の環境です。ずっとこれくらい

の気温だったらいいなと思いつつも、冬期に備え、ハウス・温風機の点検・補修を進めています。 

 １０月１０日にはトマトの苗が植え終わりました。いよいよここから来年７月上旬までのトマト栽培が

始まります。１２月頃までは収穫はできませんが、植えてからしばらくのこの期間は、環境条件が良いた

め害虫が増えやすいので注意して確認・対策をすることが必要です。また、トマトが小さい時は枝折れも

起きやすく、風が強めの時や作業中には、慎重かつ迅速な行動が必要です。 

 サツマイモは１０月３日に収穫が完了。約６００㎏の収穫量でしたが、栽培期間中農薬不使用のためか

変形、傷ありのサツマイモが多いです。A品、B品としてどちらも販売しますが、味に変わりはありませ

んので、どちらでもぜひお試しいただければと思います。 

 １１月は冬期のトマト栽培の要である廃油温風機が本格的に稼働します。雪が降っても栽培に影響の出

ないハウス内温度を維持します。日中は気温と光量に注力した環境調整をします。１２月中に皆様方にま

た美味しいトマトを提供できるように一同頑張っていきます。（担当：畠中） 

こんにちは、調達部の藤田信治です。10月13日

（祝）、片山津ゴルフ倶楽部WESTにて、恒例のゴル

フコンペが開催されました！朝は怪しい雲が広がって

いましたが、スタートする頃には見事な秋晴れに変わ

り、最高のコンディションでのプレーとなりました。 

総勢15名が参加し、豪快なショットあり、珍プレーありの大盛り上がり。そんな中、見事優勝を飾ったの

は、レフティーの名手、馬地専務！安定したスイングでスコアをまとめ、堂々の勝利を収めました。おめでと

うございます！ 

さらに今回、先日エイジシュート（78）

を達成した会長へのお祝いもサプライズで実

施。会長からは「健康で元気でいられたこ

と、また皆さんと一緒にゴルフができること

に感謝しています。」と。笑顔と拍手に包ま

れた和やかな一日となり、自分も、改めてゴ

ルフができる幸せを実感いたしました。 

会宝農園の野菜は、こちらより 

ご購入いただけます。 

ぜひご覧ください。                        

農業の取り組み ～農業事業部より～ 

  
社内ゴルフコンペ 「第１3回 会宝チェアマンズカップ」

★開催目的★ 

・社内の仲間と一体感を持って楽しみ、親睦を深める。 

・ルールとマナーを修得し、人間力を身につける。 



 

 

  

 

 こんにちは。当社は、国際連合工業開発機関（UNIDO東京事務所）と連携し、アフリカの産業人材を育

成する「STePPアフリカ産業職業訓練プログラム」の一環として、使用済み自動車の適正リサイクル技術

の確立と現地エンジニアのスキル開発を目的とした研修プログラムを実施しました。今回はタンザニアへ

の技術移転を行うために、二段階研修を行いました。まずフェーズⅠとして、今年4月にタンザニアから2

名の研修生が来日し、当社にて4週間にわたり自動車解体技術や法規制を習得しました。そして今回、

フェーズⅡとして当社社員がタンザニアへ行き、来日研修を受けた2名が現地で先生となり、新たに50名

の技術者に対し研修を実施するという、自立的な

技術移転のサポートを行いました。 

 当社はこれまでにウガンダ、ケニア、タンザニ

アの3か国で、指導スタッフ6名と300名の技術

者を育成してまいりました。これからもアフリカ

の技術者が日本の精緻なリサイクル技術を身につ

け、それが環境保全と経済成長を両立させる持続

可能な産業として根付くように、貢献してまいり

ます。 

（担当：川村） 
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  今月のパチリ 

 Kaiho Middle Eastの畳谷です。今回は、中東旅行(ビジネスでの訪問)のハードルを劇的に下げるお得な

情報です！GCC（湾岸協力会議）加盟6カ国（UAE、サウジアラビア、カタール、バーレーン、クウェー

ト、オマーン）を対象とする統一観光ビザの試験運用が2025年後半から始まりそうですとのこと。 

 最大のメリットは、手続きの劇的な簡素化です。従来、複数国を巡る際には、各国ごとにeVisaなどの手

続きが必要で、手間と手数料が積み重なっていました。統一ビザの導入により、これが1回のオンライン申

請で完了し、中東6カ国をヨーロッパのシェンゲン圏（協定を結んだ欧州の国々が域内の国境管理をなく

し、パスポート審査なしで自由に国境を越えられるようにした地域）のように自由に行き来できるようにな

ります。 

 これにより、ドバイの超高層ビルからサウジアラビアの古代

遺跡、オマーンの自然まで、多様な魅力を30日から90日の有

効期間で、ストレスなく周遊できます。さらに、ビザコストの

低減が見込まれており、中東グランドツアーが現実的で魅力的

な選択肢となります。2026年以降に期待されるGCC鉄道との

連携が実現すれば、ビザと鉄道で中東の旅がさらにシームレス

になります。すごいですね！ 



 

 

 今月のトピックス お礼 ～会宝リサイくるまつり～ 

  相場情報 ～生産部より～ 
 こんにちは、会宝産業の山口です。長い夏がやっと終わりましたね。近年では束の間になりましたが、気

持ちの良い季節となりました。 

 さて、相場はと言うと・・・世の中は貴金属

相場の話で盛り上げっているのではないでしょ

うか。 

 安定資産としての金、金に比べ割安感の出て

きたプラチナ、そして、引っ張られる形で上昇

しているパラジウム。円安も手伝って一気に高

騰しましたが、世の中が安定するに従って相場

はどう動くのか注目ですね。 

 一方で、需要も供給も低い位置で安定してい

る鉄関連は我慢の時だそうです（電炉筋談） 

2025年10月 見込み台数 

 入庫台数 790台          

 処理台数 720台     
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 10月18日に、第13回となる「会宝リサイくるまつり」を開催しました。昨今の猛暑を踏まえ、今年は初

めての秋開催となり、雨が降っても大きな影響がないように、全てのイベントが屋根のある

場所で開催できるように配置をしました。嬉しいことに、当日は1,186人の方にご来場い

ただきました。 

 人気の解体ショーでは、エアバック作動の実演や、大きな重機を使っての解体ショーなど

が大好評でした。また、能登復興支援チャリティーオークションでは、人気漫画の全巻揃っ

たセットや、新品のスポーツシューズなどお宝をたくさん落札していただきました。それ以

外にもリサイクル教室や縁日コーナーでも、子どもたちの可愛い笑顔を見たり、歓声をたく

さん聞くことが出来ました。 

 またKRAメンバーの中には、遠く北海道からわざわざ来ていただいた方もいました。 

 この「会宝リサイくるまつり」の開催には、リサイクルのことをもっと身近に知っていた

だきたいという思いがあります。しかし、多くの方にご来場いただき、その笑顔を

見ると、お客様に喜んでいただくことが、どれだけ私たちの喜びに繋がっているか

ということを実感することができました。また良い企画をみんなで考え、来年もた

くさんの方に喜んでいただけるように準備をしていきます。（担当：佐藤） 


